
日
本
二
大
鬼
祭
の
一
つ

雨
引
山
楽
法
寺
の
「
摩ま

多だ

羅ら

鬼き

神じ

ん

祭さ

い

」

　
満
開
の
桜
が
散
り
始
め
た
４
月

12
日
（
日
）、
雨
引
山
楽
法
寺
で
、

摩ま

多だ

羅ら

鬼き

神じ
ん

と
呼
ば
れ
る
古
代
イ

ン
ド
神
が
馬
に
乗
り
現
れ
る
「
摩

多
羅
鬼
神
祭
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
祭
り
は
、
約
３
７
０
年
の

歴
史
を
持
ち
、
日
本
二
大
鬼
祭
と

し
て
、
京
都
・
広こ

う

隆
り
ゅ
う

寺じ

の
摩
多

羅
祭
と
並
び
称
さ
れ
る
も
の
で
、

８
年
ぶ
り
に
昨
年
か
ら
復
活
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
白
馬
に
乗
り
、
行
列
の
先
頭
を

行
く
真
っ
赤
な
衣
装
の
摩
多
羅
鬼

神
が
、
境
内
ま
で
の
１
４
９
段
の

石
段
を
駆
け
上
が
る
様
は
圧
巻
の

一
言
で
す
。

戦
火
で
焼
失
し
た
楽
法
寺

を
摩
多
羅
鬼
神
が
再
建

　
１
４
７
２
（
文
明
４
）
年
、
楽

法
寺
の
本
堂
な
ど
が
戦
火
に
よ
り

焼
失
し
た
時
、
摩
多
羅
鬼
神
が
馬

に
乗
り
現
れ
、
大
勢
の
鬼
た
ち
を

指
図
し
、
７
日
７
夜
で
立
派
な
観

音
堂
を
再
建
し
、
そ
れ
が
な
っ
た

時
、
鬼
た
ち
は
火
を
囲
ん
で
踊
っ

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
祭
り
は
、
こ
の
摩
多
羅
鬼
神
の

恩
に
報
い
る
た
め
、１
６
４
１（
寛

永
18
）
年
、
当
時
の
住
職
尊そ

ん

海か
い

が

時
の
老
中
松ま

つ

平
だ
い
ら

伊い

豆ず

守
の
か
み

信の
ぶ

綱つ
な

の
義

弟
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
幕
府
に

願
い
出
て
、
同
年
３
月
か
ら
楽
法

寺
の
年
中
行
事
と
し
て
鬼
面
を
付

け
鬼
踊
り
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

摩
多
羅
鬼
神
と
５
人
の
鬼

た
ち
が
舞
い
踊
る

　
午
前
11
時
、
隣
接
す
る
福
祉
セ

ン
タ
ー
「
あ
ま
び
き
」
の
駐
車
場

を
、
摩
多
羅
鬼
神
を
先
頭
に
行
列

が
出
発
。
松た

い

明ま
つ

を
持
っ
た
眷け

ん

族ぞ
く

と

呼
ば
れ
る
白
鬼
・
赤
鬼
・
茶
鬼
・

緑
鬼
・
紫
鬼
と
可
愛
い
稚
児
た
ち

や
寺
侍
と
呼
ば
れ
る
裃

か
み
し
も

姿す
が
た

の
人
た

ち
な
ど
が
そ
れ
に
続
き
ま
す
。

　
石
段
を
登
り
き
っ
た
行
列
が
着

い
た
境
内
に
は
、
檀
家
・
観
客
・

カ
メ
ラ
マ
ン
な
ど
で
人
集
り
が
で

き
、
護ご

摩ま

壇だ
ん

が
据
え
ら
れ
た
竹た

け

矢や

来ら
い

（
竹
を
交
差
さ
せ
て
つ
く
っ
た

囲
い
）
の
内
側
に
は
、
檀
家
の
人

た
ち
、
摩
多
羅
鬼
神
と
５
人
の
鬼

が
並
び
ま
す
。

　
祭
り
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
る
護

摩
焚
き
の
後
、
摩
多
羅
鬼
神
と
５

人
の
鬼
た
ち
は
、
手
に
し
た
松
明

に
護
摩
壇
の
火
を
採
火
。
そ
の
松

明
を
上
下
に
振
り
か
ざ
し
な
が

ら
、
摩
多
羅
鬼
神
が
「
ド
ム
！
」、

５
人
の
鬼
は
「
ホ
イ
！
」
と
掛
け

声
を
か
け
合
い
な
が
ら
護
摩
壇
の

周
り
で
鬼
踊
り
を
披
露
し
ま
す
。

松
明
を
上
下
に
振
り
か
ざ
す
こ
と

で
言
い
伝
え
ど
お
り
、
斧
で
木
を

割
る
動
作
を
真
似
て
い
ま
す
。

　
踊
り
が
終
わ
っ
た
鬼
た
ち
は
、

松
明
を
消
し
て
本
堂
の
回
廊
に
移

動
。
観
客
の
頭
上
め
が
け
て
、
四

苦
を
払
う
と
い
う
意
味
の
49
本
の

破
魔
矢
を
弓
で
引
き
放
ち
ま
す
。

こ
の
矢
を
拾
う
と
、
無
病
息
災
・

家
内
安
全
で
１
年
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
る
と
さ
れ
、
大
勢
の
人
が

矢
を
拾
う
こ
と
を
競
い
合
い
、
随

所
で
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
東
の
雨
引
山
楽
法
寺

「
摩
多
羅
鬼
神
祭
」
が
馬
を
使
う

の
に
対
し
、
西
の
京
都
・
広
隆
寺

の
摩ま

多だ

羅ら

神じ
ん

は
牛
に
乗
っ
て
現
れ

ま
す
。
東
西
正
反
対
の
乗
り
物
を

使
う
の
は
、
何
か
の
縁
な
の
で

し
ょ
う
か
。

京都・広
こう

隆
りゅう

寺
じ

とならぶ

日本二大鬼祭
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摩多羅鬼神を行列の先頭に、眷
けん

族
ぞく

と呼ばれる白鬼・赤
鬼・茶鬼・緑鬼・紫鬼の５人、稚児、寺侍と呼ばれる

裃
かみしも

姿
すがた

の人たちなどがそれに続きます。

摩多羅鬼神と５人の鬼たちは松明に護摩壇の火を採
火。その松明を上下に振りかざしながら、掛け声をか
け合い護摩壇の周りで鬼踊りを披露します。

約 370 年の歴史を持つこの祭りは、8年ぶりに昨年か
ら復活開催されています。

踊りの後、摩多羅鬼神と 5人の鬼たちは、観客の頭上
めがけて四苦を払うという意味の 49 本の破魔矢を弓
で引き放ちます。

雨
引
山
楽
法
寺
で

約
三
百
七
十
年
の

歴
史
を
持
つ
伝
統
的
神
事

「
摩
多
羅
鬼
神
祭
」
開
催

あ
ま
　
び
き
　
さ
ん
　
ら
く
　
ほ
う
　 

じ

ま
　
　
だ
　
　
ら
　
　
き
　 

じ
ん
　
さ
い


